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(No.464) 第3話 ニコチンの補給 

－「タバコは気分のリフレッシュに役立つ」のでは... 

 タバコを吸い始めると、知らない間にニコチン依存症になってしまいま

す。そうなってしまった人の脳は常に体内にニコチンがあることを要求し続

けるわけですが、ニコチンの滞留時間は長くありません。だから、ニコチン

が切れてくるとそれを補給するためにタバコが吸いたくなるのです。  

(No.465) 第4話 ピットイン 

－喫煙場所に出向くのはまるでレーシングカーの燃料補給... 

 ニコチン依存症になってしまった人たちは、毎日必ず何本かのタバコを吸

わずにはいられません。では、一日に何本ぐらい吸うのでしょうか。下の表

は、平成２３年版の厚生労働省＜国民健康・栄養調査＞による、「毎日タバ

コを吸っている人が１日に吸う本数の平均値」です。５０代男性の毎日２

０．５本が最も多いのですが、全年齢の平均は１６．３本となっています。  

 (No.466) 第5話 がんの確率 

－ニコチンを補給すると多くの有害物質を吸いこんで... 

 ニコチン依存症になってしまうと、毎日必ず何本かのタバコを吸ってニコ

チンを補給しなければ落ち着いて生活できません。この事は、もうわかって

もらえましたよね。そして、そのタバコを吸うためだけに相当な労力や時間

を使わなければならない事も知ってもらいました。  

(No.467) 第6話 恐るべきタバコ 

－やっぱり「タバコは怖い」... 

 左の写真は、フロリダで幸せに暮らしていた親子です。撮影された１９９

９年３月２９日には、息子を片手で抱きあげた精悍な父親のブライアンが

映っています。ところが、その直後の４月２日に肺がんを発病、それから

たった２ヶ月後、下の写真のような姿となり６月３日に亡くなりました。５

月１０日に３４歳になったばかりでした。  

(No.468) 第7話 どちらが危ない 

－本人が吸いこむ煙より吸わされる煙の方が危険... 

 皆さん、タバコの煙ってどこから出ているか気にかけた事があるでしょう

か。火が付いているのは先端でも煙を吸い込むのは反対側ですよね。だか

ら、煙は口にくわえた方から出ているような気になりますが、吸い込んでい

ない時は火のついている先端から出ています。つまり、タバコの両側から煙

は出ているのですが、下図にあるように喫煙者が吸い込む煙を「主流煙」、

先端から出ているのを「副流煙」と呼んでいます。  

 じつは、主流煙と副流煙には大きな違いがあります。主流煙は、喫煙者が

吸い込む空気のせいで燃焼温度が高くなり有害物質が燃焼しやすい上、フィ

ルターを通過するので、意外にも有害性は低くなります。対して、副流煙は

燃焼温度が低く「くすぶっている」状態なので有害性が高いのです。という

ことで、なんと喫煙者が吸い込む煙より、先端から出る副流煙のほうが“危

険”なのです。  
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